
 

 
 

 

 

2023 年 7 月 19 日 

日鉄パイプライン＆エンジニアリング（株） 

一般財団法人エンジニアリング協会 

「エンジニアリング功労者賞」受賞について 

日鉄パイプライン＆エンジニアリング株式会社（代表取締役社⻑︓元内 利⽂、本社︓東京都品川

区、 以下「日鉄 P&E」）は、一般財団法人エンジニアリング協会より 2023 年度「エンジニアリング

功労者賞」を受賞いたしました。 

「エンジニアリング功労者賞」はエンジニアリング産業に関与し、その活動を通じエンジニアリング

産業の発展に著しく貢献したグループ（チーム）または個人が表彰されるものです。 

今回、当社は、「家畜ふん尿由来水素を活用した水素サプライチェーンプロジェクトチーム」が「エ

ンジニアリング功労者賞」を受賞いたしました。 

受賞案件の概要は、以下の通りです。 

【第 43回】「エンジニアリング功労者賞」グループ表彰（環境貢献） 

受賞者 ： 家畜ふん尿由来水素を活用した水素サプライチェーンプロジェクトチーム 

概 要 ︓  酪農生産において発生する家畜ふん尿は、牧草地や畑地に散布されていましたが、悪

臭や地下水汚染が地域で問題となり、適正な家畜ふん尿処理とバイオマスとしての有効

利用が求められるようになりました。 

そこで、大量に発生する乳牛のふん尿の適切な処理と、安定的なクリーンエネルギー

供給という２つの重要な地域課題を解決する、わが国初の「家畜ふん尿由来の水素を活

用した水素サプライチェーン実証事業」を 2015 年度より、環境省の地域連携低炭素水

素技術実証として事業者※1 にて開始いたしました。 

家畜ふん尿のメタン発酵施設である鹿追町環境保全センターよりバイオガスの供給を

受け、同センター敷地内の「しかおい水素ファームⓇ」で水素ガスを製造します。製造し

た水素は、同センター内の水素ステーションで、燃料電池自動車・燃料電池フォークリ

フトの燃料として利用されています。また、輸送用カードルによって水素を運搬した後

純水素型燃料電池※2 を介し、チョウザメ養殖施設・鹿追町内の酪農家事務所・帯広市内

の観光施設・動物園への電気・温水の供給にも利用されています。 

ニュースリリース 



この実証事業は、「2019 年度の土木学会環境賞」を受賞し、2022 年４月には商用化

も達成しており、地産地消の水素製造・利用のサプライチェーン構築による新しい水素

社会の実現に貢献していきます。 

※1：エア・ウォーター株式会社、鹿島建設株式会社、日鉄 P&E、日本エアープロダクツ株式会社 

※2：発電と給湯を同時に行うコージェネレーションシステム。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業コンセプト】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業全体概要】 

 



 

 
 

 

 

 

【受賞代表者】 

鹿島建設(株)、日本エアープロダクツ(株)、日鉄 P&E、鹿島建設(株)、エア・ウォーター(株) 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

【お問い合わせ先】 

総務部 総務室︓03-6865-6000 


